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児童自立支援施設併設学校における
個に応じた教育システムの構築

○西田 寛（横浜国立大学大学院） 鈴木雅之（横浜国立大学）
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問題と目的

児童自立支援施設とは，不良行為をなした，ま

たは，なすおそれのある児童や，家庭環境などの

環境上の理由により生活指導を要する児童を入所

させ，個々の児童の状況に応じて必要な指導を行

い，その自立を支援することを目的とした施設で

ある（児童福祉法第 条）。また，平成 年の児

童福祉法一部改正で，入所児童を就学させる義務

が規定された。これを受けて，多くの児童自立支

援施設（以下，「施設」）に公教育が導入されるこ

とになった。本研究は，ある施設に併設された学

校（以下，「分校」）で展開されている教育活動に

着目したものである。この施設は夫婦小舎制で，

子どもは施設内にある寮で施設職員と共に生活し，

日中は敷地内の分校で学んでいる。

児童自立支援施設に入所している児童は，被虐

児や発達障害を持つ子どもが多く（内藤

大原・楡木 ），基本的生活習慣が身について

おらず，基礎学力も低い。また，施設入所前には，

公教育の入っていない児童相談所一時保護所に

ヶ月から 年間保護されている経緯から，学習の

抜けも目立つ。そのため，在籍している子どもの

多くは，基本からの学び直しを必要としている。

また，同学年の児童であっても，公教育を受けて

いない時期や期間は異なることから，個に応じた

教育システムを構築していくことが課題となって

いる。

こうした中，調査対象の分校では「基本の時間」

を設定し，数学と英語について，個の学習状況に

応じた課題を設定し，週 回のテストを通して子

どもの基礎学力のみとりを行なっている。本研究

では，「基本の時間」の効果について，子どもを対

象に質問紙調査を縦断的に行うことで検討する。

また，効果についてより客観的に検討するために，

子どもを支援する施設職員と分校教職員にも「基

本の時間」の効果と運用について質問紙調査行う。

方 法

調査対象者と手続き

子どもを対象とする「基本の時間」に関する質

問紙調査を， 月， 月， 月の 回行った。ま

た，施設職員には 月に自由記述形式で， 月に

は質問紙調査を行った。分校教職員には， 月に

質問紙調査を行った。

調査内容

子どもを対象とする調査 では，学習意

欲（「『基本の時間』の課題に合格したいと思う」

など 項目），学習習慣（「『基本の時間』があるこ

とで，家庭（寮）学習を計画的にできる」の 項

目），達成感（「『基本の時間』の課題に合格すると

うれしい」など 項目），学習目標の明確化（「『基

本の時間』があることで， 週間の学習目標がは

っきりする」の 項目），学習方法（「『基本の時間』

があることで，学習のつまずきに気づくことがで

きる」など 項目）について，それぞれ 件法で

回答を求めた。また，施設職員 と分校教

職員 を対象とした調査では，表現を一部

修正した上で，子どもと同一の内容について 件

法で回答を求めた。

結果と考察

質問紙調査の結果の一部を に示す。「課

題に合格したいと思う」の項目に対する子どもの

評定の平均値は と高く，肯定的な回答をし

た子どもは （施設職員，分校教職員は ）

であった。また，「合格するとうれしい」の平均値

も高く，肯定的な回答をした子どもは （施設

職員，分校教職員は ）であった。さらに，「家

庭（寮）学習を計画的にできる」に対する子ども

の評定値は，回を重ねるごとに高まる傾向も見ら

れた（ 月： ， 月： ， 月： ）。こ

れらの結果から，「基本の時間」には，自分の理解

度にあうテストに合格したいという意欲や，合格

するとうれしいという達成感を持たせ，それが

日々の計画的な学習といった学習習慣にもつなが

る効果があると推察される。しかし，学習目標を

明確に持てず，学習の仕方が分からない子どもが

多いなど，個に応じた学習支援を行う上での改善

点も明らかになった。

月の質問紙調査結果

児童 施設 分校

課題に合格したいと思う
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通常授業の学習も頑張る

勉強の仕方がわかっている

１週間の学習目標がはっきり

する
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大学生は複数のテキストをどのように活用するのか
―作文タスクにおける情報統合に焦点を当てて―

○西 菜穂子（神田外語大学） 李 榮（神田外語大学）
山方純子 （神田外語大学）

キーワード：複数テキストの活用，産出文章の構造，情報統合

問題と目的

複数テキストの理解と活用は，大学生が学問的

知識を身につけるために文献を読み解き，論文や

レポートを書く際に必要とされる技能である。し

かし，様々な情報源から必要な情報を適切に抽出・

統合する作業には困難を覚える学生も多い。

よって，本研究では，日本国内の大学で学ぶ日

本語母語話者の学生 名を対象とし，複数テキ

ストの理解とその活用について調べた。参加者が

共通するトピックを持つ２編のテキストを読んだ

後に書いた文章の情報構造を分析し，テキストの

理解度と文章の構造を分析した。

本発表では，産出した文章の情報の統合と活用

のタイプが異なる３名の分析を中心に報告する。

方 法

調査方法

約 分の調査を実施した。手順は，（ ）調査概

要説明・同意書記入，（ ）テキストの読み（複数，

または，単数），（ ）背景調査アンケート，（ ）テ

キストが回収された後，読解をもとにした作文，

（ ）理解テスト，（ ）馴染み度アンケートである。

テキストは２種類で，トピックは「霊長類の利

他行動」である。テキスト は論文の抜粋（

字），テキスト は一般向けに書かれた説明文

（ 字）で，抜粋以外の加筆修正は行ってい

ない。

理解テストは各テキストにつき 問である。

参加者は複数テキスト群 名，単数テキスト群

名で，順序はカウンターバランスされた。

分析方法

手順（ ）の読解をもとにした作文は，アイデア

ユニット単位で情報構造の分析を行い，

を参考にして分類した。手順（ ）の理

解テストは１問１点で合計点を算出した。

結果と考察

本研究では複数テキスト条件の協力者の中から，

（ ）が提案した複数テキスト読

解時の表象モデルのうち，ドキュメントモデル，

個別表象モデルの特徴を示した２名，特徴の曖昧

な学生１名の分析結果を中心に報告する。

１は，参加者 の産出文章の構造を分

析し，図示したものである。数字はアイデアユニ

ットの提出順，矢印は情報の繋がりを示す。参加

者 は，文章のテーマを提示し（①），テキスト

について論じた後（②～⑤），テキスト につい

て論じ（⑥～⑨），全体のテーマとテキスト につ

いてまとめ（⑩），最後に全ての情報を統合した

（⑪）。

これは （ ）のモデルのうち，

熟達者のもつ心的表象を表わすドキュメントモデ

ルに相当すると解釈できる。参加者 は理解度

テスト得点も高く，読解での深い理解を産出に活

用した例と言える。

参加者 の産出文章の構造分析

また，参加者 は個別表象モデルの特徴を示

し，両テキストの情報統合は行われなかった。そ

して，参加者 はテキストの理解が不十分で，内

容が活用されておらず，複数テキスト活用の難し

さが示された。

今後は，理解度，学年，背景知識との関連等の

量的分析や，日本語学習者との比較も課題である。
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